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線維柱帯から房水静脈への
流れを紐解く！

Conventional Outflow：

　緑内障の眼圧上昇は、房水の流出障害、特に主流出路にお
ける線維柱帯での流出抵抗異常が大きく関与していると考え
られている。従って、線維柱帯における流出抵抗を減らし、房
水流出を促進すること（conventional outflowの促進）
は、最も生理的な眼圧下降と考えられ、現在の緑内障標準術
式の一つであるtrabeculotomyや、点眼剤であるROCK
阻害薬の奏功機序はそこにあるわけである。
　房水は線維柱帯、シュレム管、最終的には上強膜静脈を経
由して眼外へ流出するので、この経路の制御機構を理解する
ことは、治療成績の予測あるいは治療結果に対する解釈にお
いて非常に重要である。
　本セミナーでは、薬剤や手術の応用からわかってきた主流
出路での房水制御・眼圧下降機構について、経験豊富な3人
の演者に講演していただく。眼圧制御機構の理解に役立つ
ホットな最新情報が伺えるものと期待している。
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ROCK阻害薬の使用経験：
眼圧・血流への作用講演

1

トラベクトームを用いた
房水静脈の臨床効果
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Conventional Outflowを
制御する仕組み
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